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教 博 第 5 号
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教 育 学 研 究 科 教 育 方 法 学 専 政
知的創造性検査に関する研究
(主 査)
論文調査委員 教 授 倉 石 精 一 教 授 前 田 博 教 授 苧 阪 良 二
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 創造性といわれる能力のうち, 特に知的創造性に焦点をしぼり, この能力の測定に必要なテ




性の測定に効果的と考えられる, (1)同音異義連想, (2)結果テスト, (3)用途テスト, (4)問題点の発見, (5)共
通点の発見の5形式にわたる45問が選ばれた｡ テストの標準化は京都大学学生250名の無作為標本につい









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
知能テストは, 教育評価や学習指導に多くの貢献をしたが, それが知的性能の- 局面を誇張しすぎる点
が批判されている. 一問一正答形式の設問により, いわゆる集約的思考能力の測定に偏するのを指してい




本論文の著者は, 以上の観点から, 知的創造性テストの構成を試み, これによる教育評価をめざしてい
る｡
テスト構成にあたり, その取材は綿密周到であり, 予備実験を重ねて問題の取捨選択を行なった｡ この
過程においても, 興味のある知見を得ている｡ たとえば, クイズ ･パズル形式の設問が, この種のテスト
問題として適当でないことを, 実証的研究によって明らかにしている｡ テストの信栽性 ･妥当性の検討に
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